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②建設年度別のトンネル数 
○ 建設後 50 年を経過したトンネルの割合は、現在は約 21％であるのに対し、10 年後

には約 35%に増加します。建設後 50 年を経過し延長 100m 未満のトンネルの割合は、

10 年後に約 71%となります。 
 
○ 建設年度別トンネル数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 建設後 50 年を経過したトンネルの割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 建設年度不明トンネル（約 400 箇所）の内訳 
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の延長分布
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（出典）道路局調べ（H31.3 末時点） 

※この他、古いトンネルなど記録が確認できない建設年度不明橋梁が約 400 箇所ある。 

※各年度の内訳は、巻末資料（６）を参照。 

（出典）道路局調べ（H31.3 末時点） 

※この他、古いトンネルなど記録が確認できない建設年度不明橋梁が約 400 箇所ある。 

（出典）道路局調べ（H31.3 末時点） 
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内閣総理大臣及び内閣を補佐する「知恵の場」。我が国全体の科学技術を俯瞰し、各省より一段高い立場から、総合的・基
本的な科学技術政策の企画立案及び総合調整を行う。平成13年1月、内閣府設置法に基づき、「重要政策に関する会議」の
一つとして内閣府に設置（平成26年５月18日までは総合科学技術会議）。

��Uh

��D.
① 内閣総理大臣等の諮問に応じ、次の事項について調査審議。
ア．科学技術の総合的かつ計画的な振興を図るための基本的な政策
イ．科学技術に関する予算、人材等の資源の配分の方針、その他の科学技術の振興に関する重要事項
ウ．研究開発の成果の実用化によるイノベーションの創出の促進を図るための環境の総合的な整備に関する重要事項

② 科学技術に関する大規模な研究開発その他の国家的に重要な研究開発を評価。
③ ①のア．イ．及びウ．に関し、必要な場合には、諮問を待たず内閣総理大臣等に対し意見具申。
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内閣総理大臣を議長とし、議員は、①内閣官房長官、②科学技術政策担当大臣、③総理が指定する関係閣僚（総務大臣、
財務大臣、文部科学大臣、経済産業大臣）、④総理が指定する関係行政機関の長（日本学術会議会長）、⑤有識者（７名）（任
期３年（平成26年５月18日までに任命された者は２年）、再任可）の14名で構成。
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